（副業・兼業）
第68条 　労働者は、勤務時間外において、他の会社等の業務に従事（以下「副業・兼業」という）するときは、以下の定めるところによることとする。
２　労働者は、副業・兼業に従事するにあたっては、事前に、会社に所定の届出を行い、承認を得るものとする。
３　第１項の副業・兼業をすることにより、次の各号のいずれかに該当する場合には、会社は、これを禁止又は制限することができる。
① 副業・兼業により職務専念義務に違反し、労務提供上の支障がある場合
② 企業秘密が漏洩する場合
③ 会社の名誉や信用を損なう行為や、信頼関係を破壊する行為がある場合
④ 競業により、企業の利益を害する場合
４　所定労働時間内の副業・兼業（インターネットを用いた業務を含む）は、禁止する。
５　会社は労働者が長時間労働・過重労働にならないよう、適宜副業・兼業の実態についての調査・ヒアリング等を行うものとする。
６　副業・兼業を行う労働者は、同条の趣旨をよく理解し、自ら副業・兼業を行う時間の把握・管理及び健康状態の把握・管理を行わなければならない。
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